
別紙 

 

第 3回 事業者向け 副業セミナー 開催レポート 

 

○日時 令和 3年 11月 4日（木） 13:30～15:00  

○会場 福島市 コラッセふくしま 403会議室 

○参加者 会場 3名、オンライン 19名 

 

福島市のコラッセ福島において、「県内事業者向けに令和 3年度第 3回 副業セミナー」を

開催しました。 

外部人材を活用したいが正規採用するにはコストがかかる、専門スキルを持つ人材を起用

したいが適切な人材からの応募がないなど、悩みを抱える経営者が副業人材をどのように 

活用できるかを学ぶ内容として実施しました。 

 

（写真：会場全体） 

 

主催者である福島県からのあいさつ、事務局から福島県副業人材マッチングサイトの制度

説明を行い、昨今の県内での採用・雇用環境や副業人材の動き、令和 2年度のプロジェクト



実績について学びました。また、副業人材マッチングサイトの利用者体験談として、関わっ

た副業人材がオンライン形式で体験談を語りました。 

 

お話をお聞きしたのは、ソフトバンク株式会社の武藤理人さんです。 

武藤さんはマッチングサイトを利用して、福島市のデミアンさんで副業を行いました。応募

したきっかけは、「会社で副業・兼業が解禁になり、地元福島で何かできないかと考えてい

たところ、サイト上で自宅近くにあった甘食の【デミアン】の名前を見つけました。 

子供の頃に食べていたお店であり、困っているのであればなにかお役に立てるのではない

かと感じた」とのことでした。続けて武藤さんは、「デミアンの佐々木社長は販売に関して

は熱い思いをお持ちの方だった。ただ、オンラインやデジタルでの販売は苦手と話されてい

たので、しっかりと話を聴いてガイドラインを作っていくお手伝いをしたい」と思ったそう

です。武藤さんと佐々木社長は、週に 1回程度のオンラインミーティングを 8回重ね、現状

の販売手法やデジタルツールの利用方法やお客さんの購入までの流れなどを整理したうえ

で、実際の ECサイトに落とし込んでいく流れを構築していったとのことです。 

これらの成果については、「今まで対面でやっていた販売手法を整理することができ、そ

れをデジタルツールに体系的につなげることができて良かった」というコメントを佐々木社

長から頂けたということでした。 

マッチングサイトを利用して、大きな成果が得られた実例を知ることができました。 

 

（写真：スクリーン上 左上から右回りに武藤さん、（株）クノウ久能、福島県藤田さん） 



 

最後に、オンライン講話でソフトバンク株式会社の小川茉耶さんから「ソフトバンク流の

働き方改革から、副業・兼業を制度化するメリットを考える」と題してお話いただきました。 

小川さんは人事本部にて働き方改革・健康経営推進に従事し、社内スローガン「Smart&Fun!」

のもと、スーパーフレックスタイム制や副業・兼業制度等、社員が最適な働き方で組織と個

人の生産性を最大化するための働き方改革の推進を担当されています。 

小川さんからは「事業環境の変化に合わせて、ソフトバンクの人材を新規事業に合わせて

行く必要はあったこと」「働き方改革により、限られた時間を使ってイノベ―ジョンとクリ

エイティブを生み出していく必要があること」「社内のイノベーションとクリエイティブを

生み出すためには、副業・兼業を制度化することで従業員に多様な経験をしてもらう必要が

あること」「社外活動・交流を通して自己成長することが、会社の成長につながること」「2021

年 2月からコロナ禍の影響をうけて始まった社内副業制度について」などのお話をいただき

ました。 

 

（写真：モニター上 左上 小川茉耶さん） 

小川さんの講演に対して会場からは「社内副業制度とはどんな仕組みなのか？」「社内副業

（複業）時の勤怠管理の方法はどのように実施していますか？」などの質問があり、ご回答

を頂きました。 



セミナーにご参加いただいた皆さんは、マッチングサイト利用者の体験談や、オンライン

講話に熱心に耳を傾けており、副業に対する関心の高さがうかがえました。 

以上 



別紙 

 

第 2回 事業者向け 副業セミナー 開催レポート 

 

○日時 令和 3年 8月 25日（水） 13:30～15:00  

○会場 会津大学 産学イノベーションセンター 

 

会津若松市の会津大学産学イノベーションセンターにおいて、「県内事業者向けに令和 3

年度第 2回 副業セミナー」を開催しました。 

外部人材を活用したいが正規採用するにはコストがかかる、専門スキルを持つ人材を起用

したいが適切な人材からの応募がないなど、悩みを抱える経営者が副業人材をどのように 

活用できるかを学ぶ内容として実施しました。 

 

（写真：会場全体） 

 

主催者である福島県からのあいさつ、事務局から福島県副業人材マッチングサイトの制度

説明を行い、昨今の県内での採用・雇用環境、そして副業人材の動きから、令和 2年度のプ

ロジェクト実績について学びました。また、副業人材マッチングサイトの利用者体験談とし

て、県内事業所、関わった副業人材がオンライン形式で体験談を語りました。 

お聞きしたのは、南会津町の NPO法人あたご 馬場康徳さんです。 

馬場さんは南会津町で障がい者の活動をサポートし、就労支援を行っています。マッチン

グサイトを利用したきっかけとしては、「南会津の木材や農産物を使った加工品を制作して

いるなかで、その商品を広く PRし「あたご」ブランドを確立したいと考えていたからです。

そこで HP を立ち上げ、運用をしていこうと思いましたが、詳しいノウハウがなく困ってい



たため、そこを助けてほしいと思い副業人材を募集した」と話します。 

実際に複数名から応募があり、最終的に一番「あたご」と合いそうだと感じることのでき

た方と契約しました。その方が三重県でデザイン事務所を経営している近藤武デザイン事務

所の近藤武さんでした。近藤さんは関係人口づくりに興味があり、福島での副業を志望した

ということです。福島には訪れた経験はありませんでしたが、この副業をきっかけに南会津

に 2回訪問し、福島の美味しい物を食べながら馬場さんや他のあたごメンバーとの親交を深

めていったそうです。 

成果として馬場さんは、「電子的な情報だけではなく、生きたホームページに仕上がりつ

つある。近藤さんのアドバイスを聞き、HP を作成する過程において職員全体で話し合う機

会が増え、職員の斬新な意見や思いなどを知ることにも繋がった」と話します。 

 マッチングサイトを利用して、事業者側と人材側の双方にとって大きな成果が得られた実

例を知ることができました。 

 

（写真：スクリーン上 左上から右回りに（株）クノウ久能、NPO法人あたご馬場康徳さん、

近藤武さん） 

 

最後に、オンライン講話で富士フィルムビジネスイノベーション株式会社の佐々木隆太さ

んから「複業人材が地方企業に求めるものは何か？」と題してお話いただきました。佐々木

さんは様々な資格やスキルをお持ちで、ご自身の持っているスキルを活かしながら、自分ら

しく生きる道を切り拓いていこうと副業に取り組んでいらっしゃいます。 

佐々木さんからは「複業人材の多くは報酬を受け取るのが目的ではなく、自身のスキルを

伸ばせるような経験を求めていたり、地方との繋がりを求めているような方が多い」「自身

が複業人材として副業を経験することで、様々なスキルを身に付けることに繋がる」「副業



を通して培った能力や経験を本業に活かすことができる」「先の読めない時代に複業を通し

て新たな道を切り拓き、いろいろな経験を積んだ社員がいることが会社の強みになる」とお

話いただきました。 

 

 

（写真：モニター上 佐々木隆太さん） 

 

 セミナーにご参加いただいた皆さんは、マッチングサイト利用者の体験談や、オンライン

講話に熱心に耳を傾けており、副業に対する関心の高さがうかがえました。 

以上 



別紙 

 

第１回 事業者向け 副業セミナー 開催レポート 

 

○日時 令和３年６月２４日（木） 13：30～15：00  

○会場 南相馬市産業創造センター 

 

南相馬市の産業創造センターにおいて、「県内事業者向けに令和 3年度第 1回 副業セミナ

ー」を開催しました。 

外部人材を活用したいが正規採用するにはコストがかかる、専門スキルを持つ人材を起用

したいが適切な人材からの応募がないなど、悩みを抱える経営者が副業人材をどのように 

活用できるかを学ぶ内容として実施しました。 

 

（写真：会場全体） 

 

主催者である福島県からのあいさつ、事務局から福島県副業人材マッチングサイトの制度

説明を行い、昨今の県内での採用・雇用環境、そして副業人材の動きから、令和 2年度のプ

ロジェクト実績について学びました。また、副業人材マッチングサイトの利用者体験談とし

て、県内事業所の経営者とそれに関わった副業人材がオンライン形式で体験談を語りました。 

お聞きしたのは、郡山市の株式会社遠藤自動車商会 代表取締役の遠藤芳志彦さんです。 



遠藤代表はマッチングサイトを利用したきっかけとして、「個人的な営業手法に限界を感じ

ていた。やらなくてはならないことがたくさんあると感じていたが、いまひとつ明確になっ

ておらず、そこを助けてほしいと思い副業人材を募集した」と話します。 

実際に複数名から応募があり、「こんなすごい経験のある方が、うちの会社を手伝ってく

れるのか」と、当初は半信半疑だったそうです。そして、最終的に副業人材として契約した

のが、東京で事業企画などを行うジギョナリーカンパニー株式会社の市川航介さん。会社の

悩みを話しているなかで、課題の整理をしてくれて、今後やるべきことや目指す方向性が明

確になったということです。そして、事業が拡大する中で、中小企業診断士の資格を持つ松

本崇さんにも副業人材として関わっていただくことになりました。松本さんとの関わりでは、

SNS(Instagram、Twitter）を活用した情報発信のアドバイスをもらい伝わりやすい営業ツー

ル等が形になりました。 

そして、副業人材として関わった市川さん、松本さんからもコメントをいただきました。 

市川さんからは「遠藤自動車商会さんの課題感に応じた関わりを心がけた、副業をとおして、

自分自身の成長を感じることができたのも大きな成果であった」。 

松本さんからは「自分のスキルを活かして地域貢献に関わることができる良い機会となり、

自身の成長にも繋がっていく」という、副業人材として関わる中でのメリットについても話

していただき、マッチングサイトを利用して、事業者側と人材側の双方にとって大きな成果

が得られた実例を知ることができました。 

 

（写真：左から松本崇さん、市川航介さん、（株）クノウ久能、遠藤芳志彦さん） 



 

最後に、オンライン講話でパーソルプロセス＆テクノロジー株式会社の成瀬岳人さんから、 

「複業を推進する企業から見た、地方との新しい関係性」と題してお話しいただきました。 

成瀬さんからは「副業を複業と考える企業が増えている」「従業員に複業を経験してもらう

ことが、自社にとってのキャリア形成にもつながり人事戦略と考えている」「複業をとおし

た地方と関わりが、働く人、送り出す企業、受け入れる企業、それぞれにとって価値のある

ものになっている」とお話いただきました。 

 

 

（写真：モニター上 成瀬岳人さん） 

 

講話終了後の質疑応答においては、「本業でやっていることを複業先でもやることはどん

な意味があるのか？」などの質問があった。成瀬さんからは「会社や環境が変われば、同じ

スキルでも通用しないことがある。そのスキルをどのように変化させてれば良いのか？を考

える経験が貴重なものである。そんな変幻自在に対応する能力を付けることが企業にとって

も有益なものになる」との回答があり、ご参加いただいた皆さんの関心の高さがうかがえま

した。 

以上 


